
日
本
機
械
工
具
工
業
会
（
会
長
�
五
島
康
氏
・
不
二
越
執
行
役
員
）
は
、
１
月
１６
日

午
前
１１
時
３０
分
よ
り
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
の
東
京
會
舘
本
館
に
て
２
０
２
４
年
新

年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
た
。
正
・
賛
助
会
員
は
じ
め
関
連
省
庁
・
団
体
・
企
業
か
ら

の
来
賓
、
Ｏ
Ｂ
な
ど
合
わ
せ
て
２
５
５
名
が
出
席
し
た
。
五
島
会
長
は
挨
拶
で
、
２
０

２
４
年
度
は
生
産
額
５
０
０
０
億
円
の
達
成
と
、
５
月
に
大
阪
で
開
催
す
る
「
世
界
切

削
工
具
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
２
０
２
４
」
を
成
功
裡
に
収
め
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
行
く
と
抱
負
を
語
っ
た
。

会
の
冒
頭
、
能
登
半
島
地

震
の
犠
牲
者
を
悼
み
、
黙
と

う
が
捧
げ
ら
れ
た
。

挨
拶
に
臨
ん
だ
五
島
会
長

は
、
同
地
震
で
被
害
に
遭
っ

た
す
べ
て
の
人
に
お
悔
や
み

と
お
見
舞
い
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
「
石
川
県
に
本
社
・

工
場
を
構
え
る
当
工
業
会
の

会
員
会
社
に
も
建
屋
や
設
備

に
一
部
被
害
が
出
て
い
る
と

の
連
絡
を
も
ら
っ
て
い
る
。

復
旧
に
向
け
て
、
会
員
の
皆

様
の
ご
支
援
を
頂
け
れ
ば
幸

い
」
と
協
力
を
求
め
た
。

ま
た
、
同
工
業
会
の
生
産

額
に
つ
い
て
「
２
０
２
３
年

度
は
、
当
初
目
標
５
０
０
０

億
円
を
掲
げ

て
い
た
が
、

約
４
８
０
０

億
円
と
昨
年

度
を
下
回
る

見
込
み
」
と

し
、
中
国
経

済
の
鈍
化

と
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
、
イ

ス
ラ
エ
ル
・

パ
レ
ス
チ
ナ

問
題
に
よ
る

原
材
料
の
高

騰
を
受
け
た

景
気
後
退
に
よ
り
、
輸
出
が

減
少
し
た
こ
と
が
大
き
な
要

因
と
説
明
し
た
。

２
０
２
４
年
度
の
目
標
と

し
て
は
「
改
め
て
生
産
額
５

０
０
０
億
円
を
目
指
す
」
と

宣
言
。
「
Ｅ
Ｖ
化
に
よ
り
新

し
い
部
品
や
新
た
に
主
力
と

な
る
被
削
材

に
シ
フ
ト
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
次
世

代
の
工
具
需

要
が
見
出
さ

れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い

る
」
な
ど
と

話
し
た
。

Ｗ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
２
０
２
４
に
つ

い
て
五
島
会
長
は
「
今
回
の

Ｗ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
で
は
、
各
国
、
各

エ
リ
ア
の
工
具
生
産
額
を
取

り
ま
と
め
、
統
一
し
た
工
具

需
要
を
ま
と
め
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
当
工
業
会
、
ひ
い
て
は

会
員
会
社
の
皆
様
の
世
界
的

な
立
ち
位
置
が
把
握
で
き
、

日
本
国
内
だ
け
で
は
な
く
、

海
外
に
需
要
が
あ
る
こ
と
が

明
確
に
な
る
」
と
の
考
え
を

示
し
、
会
員
に
参
加
を
呼
び

か
け
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ

Ｏ
Ｆ
２
０
２
４
（
第
３２
回
日

本
国
際
工
作
機
械
見
本
市
）

開
催
の
年
で
も
あ
り
、
会
員

各
社
に
よ
る
世
界
で
評
価
さ

れ
る
新
商
品
の
出
品
に
期
待

を
寄
せ
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
安
田
篤

経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
産

業
機
械
課
課
長
が
、
昨
年
の

日
本
経
済
は
過
去
最
大
規
模

の
国
内
投
資
や
３０
年
ぶ
り
の

高
水
準
と
な
る
賃
上
げ
な
ど

「
大
き
な
潮
目
の
変
化
が
あ

っ
た
年
」
と
の
認
識
を
示

し
、
「
こ
れ
ま
で
の
コ
ス
ト

カ
ッ
ト
型
の
経
済
か
ら
、
投

資
も
、
物
価
も
、
賃
金
も
伸

び
る
成
長
型
の
経
済
に
変
え

て
行
く
と
い
う
の
が
、
今
年

の
大
き
な
テ
ー
マ
」
と
説

明
。
「
日
本
機
械
工
具
工
業

会
様
に
お
か
れ
て
は
、
Ｄ
Ｘ

と
い
う
観
点
で
は
、
コ
ネ
ク

テ
ッ
ド
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

研
究
会
を
立
ち
上
げ
毎
年
議

論
を
積
み
重
ね
て
お
り
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
今
年
も

進
め
て
頂
け
れ
ば
と
思
う
。

ま
た
Ｇ
Ｘ
と
い
う
観
点
で

は
、
Ｅ
Ｖ
あ
る
い
は
再
エ
ネ

対
応
で
ワ
ー
ク
も
新
し
い
も

の
が
出
て
く
る
し
、
加
工
方

法
の
面
で
も
工
具
に
対
す
る

期
待
は
高
ま
っ
て
く
る
と
考

え
て
い
る
。
我
々
の
方
で
も

今
回
Ｄ
Ｘ
、
Ｇ
Ｘ
に
関
す
る

サ
ポ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
多
数

用
意
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

皆
様
方
と
連
携
し
、
今
年
は

成
長
型
の
経
済
を
つ
く
る
べ

く
一
緒
に
取
り
組
ま
せ
て
頂

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

乾
杯
に
際
し
、
大
沢
伸
朗

副
会
長
（
オ
ー
エ
ス
ジ
ー
社

長
）
が
「
今
年
は
ま
だ
ま
だ

色
々
と
変
化
が
待
ち
受
け
て

い
る
１
年
だ
と
思
う
。
１
つ

に
、
今
年
は
先
週
末
（
１
月

１３
日
）
の
台
湾
総
統
選
挙
に

始
ま
り
、
秋
の
ア
メ
リ
カ
大

統
領
選
挙
ま
で
、
世
界
人
口

約
８０
億
人
の
約
半
分
の
方
々

が
関
係
す
る
選
挙
イ
ヤ
ー
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果

に
よ
っ
て
、
地
政
学
的
リ
ス

ク
が
ど
う
変
わ
っ
て
行
く
か

と
い
う
の
は
我
々
も
柔
軟
に

対
応
し
て
行
く
必
要
が
あ

る
。
２
つ
目
と
し
て
、
生
成

Ａ
Ｉ
な
ど
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

さ
ら
な
る
進
化
は
、
我
々
の

想
像
の
先
を
行
く
も
の
で
あ

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ

ら
も
踏
ま
え
て
引
き
続
き
、

い
ち
早
く
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

し
、
工
業
会
と
し
て
も
関
係

強
化
を
進
め
て
２
０
２
４
年

を
期
待
に
満
ち
た
年
に
し
た

い
」
と
挨
拶
し
、
同
氏
の
音

頭
で
乾
杯
し
た
。

会
場
で
は
出
席
者
が
新
年

の
挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
歓

談
。
最
後
に
森
誠
副
会
長

（
富
士
精
工
会
長
兼
社
長
）

が
「
私
ど
も
は
２
０
１
６
年

４
月
１６
日
の
熊
本
地
震
で
熊

本
工
場
が
被
災
。
全
員
の
安

全
を
確
保
す
る
の
に
１８
日
の

昼
ま
で
か
か
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対

策
が
徹
底
的
に
行
き
渡
っ
て

い
る
か
と
い
う
所
を
非
常
に

思
っ
た
。
本
日
は
大
変
な

中
、
今
回
被
災
さ
れ
た
企
業

の
社
長
さ
ん
も
参
加
さ
れ
て

い
る
。
我
々
と
し
て
は
、
い

か
に
絆
を
も
っ
て
や
っ
て
行

け
る
か
と
い
う
所
が
一
番
だ

と
思
う
。
日
本
機
械
工
具
工

業
会
並
び
に
ご
来
賓
の
方
々

が
が
っ
ち
り
ス
ク
ラ
ム
を
組

ん
で
、生
産
額
５
０
０
０
億

円
、同
時
に
被
災
者
支
援
に

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
」
と

挨
拶
し
、
盛
会
の
う
ち
に
終

了
と
な
っ
た
。

日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会

（
会
長
�
山
口
賢
治
氏
・
フ

ァ
ナ
ッ
ク
社
長
）
が
１
月
２５

日
発
表
し
た
「
マ
ニ
ピ
ュ
レ

ー
タ
、
ロ
ボ
ッ
ト
統
計

受

注
・
生
産
・
出
荷
実
績
２
０

２
３
年
１０
〜
１２
月
期
及
び
年

間
【
会
員
ベ
ー
ス
】
」
に
よ

る
と
、
２
０
２
３
年
の
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
年
間
受
注
額
は

前
年
比
２４
・
３
％
減
の
７
２

３
７
億
円
、
生
産
額
は
同
１１

・
１
％
減
の
７
８
１
５
億
円

と
、
と
も
に
前
年
を
大
き
く

下
回
っ
た
。

世
界
的
な
自
動
化
需
要
が

あ
る
中
で
、
世
界
経
済
を
覆

う
各
種
リ
ス
ク
と
先
行
き
不

透
明
感
の
更
な
る
高
ま
り
、

一
部
地
域
や
用
途
に
お
け
る

設
備
投
資
意
欲
の
急
速
な
弱

ま
り
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

会
員
と
非
会
員
を
含
め
た

年
間
実
績
は
、
受
注
額
が
前

年
比
２３
・
６
％
減
の
約
８
４

９
０
億
円
、
生
産
額
は
同
１１

・
２
％
減
の
約
９
０
６
０
億

円
を
見
込
む
。

２
０
２
３
年
１０
〜
１２
月
期

（
会
員
ベ
ー
ス
）
は
、
受
注

額
が
前
年
同
期
比
２８
・
６
％

減
の
１
５
７
９
億
円
、
生
産

額
が
同
１９
・
８
％
減
の
１
７

５
０
億
円
と
、
そ
れ
ぞ
れ
前

年
同
期
を
下
回
っ
た
。
受
注

額
は
同
期
で
は
２
０
１
７
年

以
降
最
も
低
い
水
準
。

国
内
向
け
出
荷
額
は
同
０

・
４
％
増
の
４
６
６
億
円
と

な
り
、
用
途
別
で
は
組
立
用

や
半
導
体
用
で
減
少
と
な
っ

た
も
の
の
、
実
装
用
や
マ
テ

ハ
ン
用
は
堅
調
さ
を
維
持
し

た
。輸

出
は
同
２４
・
７
％
減
の

１
３
６
３
億
円
で
、
溶
接
用

が
大
幅
減
と
な
っ
た
ほ
か
、

実
装
用
や
半
導
体
用
な
ど
他

主
要
用
途
で
も
減
少
し
た
。

大
沢
副
会
長

森
副
会
長

２２００２２４４
中中
部部
機機
械械
加加
工工

シシ
スス
テテ
ムム
展展
特特
集集

４４
〜〜
５５
面面

五島会長

次
世
代
の
工
具
需
要
に
期
待
し

改
め
て
生
産
額
５０００
億
円
を
目
指
す

日
本
機
械

工
具
工
業
会

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

経
済
産
業
省
の
安
田
課
長

２０２３
年
年
間
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
受
注
額

前
年
比
２４.３
％
減
の
７２３７
億
円

会場の様子

日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会【
会
員
ベ
ー
ス
】
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三
重
県
機
械
工
具
商
組
合

（
理
事
長
�
山
田
浩
氏
／
コ

ジ
マ
・
フ
ジ
通
商
社
長
）
は

１
月
２４
日
㈬
、
三
重
県
四
日

市
市
の
四
日
市
都
ホ
テ
ル
で

賀
詞
交
歓
会
を
開
催
。
正
会

員
や
賛
助
会
員
ら
合
わ
せ
て

６７
社
９５
名
が
参
加
し
た
。
司

会
進
行
は
、
同
組
合
理
事
の

平
井
宏
幸
氏
（
平
井
マ
シ
ン

ツ
ー
ル
社
長
）
が
務
め
た
。

ま
ず
初
め
に
山
田
理
事
長

が
登
壇
し
、
年
初
に
相
次
い

で
発
生
し
た
災
害
や
事
故
に

対
す
る
御
見
舞
の
言
葉
を
述

べ
た
後
、
「
こ
こ
三
重
県
は

自
然
災
害
が
比
較
的
少
な
い

地
域
で
あ
り
ま
す
。
諸
説
あ

る
よ
う
で
す
が
、
三
重
県
に

は
伊
勢
神
宮
が
ご
ざ
い
ま
し

て
、
〝
お
伊
勢
さ
ん
〞
が
三

重
県
を
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
と
い
う
説
も
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
う
は
言
い
ま
し
て
も

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震

が
何
年
も
前
か
ら
懸
念
さ
れ

て
お
り
ま
す
し
、
我
々
も
で

き
る
限
り
の
備
え
を
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
さ
て
、
昨
年
は
暗
い
ニ

ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た
で
す
が

こ
の
業
界
で
は
今
年
の
後
半

か
ら
上
向
い
て
く
る
の
で
は

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
後
半

か
ら
と
言
わ
ず
、
今
日
か
ら

明
る
い
話
題
の
多
い
１
年
に

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
今
年
は
辰
年

で
す
の
で
、
龍
の
ご
と
く
天

高
く
昇
っ
て
い
け
る
よ
う
な

年
に
し
た
い
も
の
で
す
。
話

は
変
わ
り
ま
す
が
、
当
組
合

は
２
月
に
工
場
見
学
会
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
４
月
以

降
も
コ
ロ
ナ
前
同
様
に
い
ろ

ん
な
事
業
を
開
催
で
き
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
こ

ぞ
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る

と
あ
り
が
た

い
で
す
」

（
一
部
抜

粋
）
と
参
加

者
に
向
け
挨

拶
し
た
。

続
い
て
、

坂
井
俊
司
Ｎ

ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
社

長
が
登
壇
。

震
災
な
ど
で

被
害
を
被
っ

た
方
々
へ
の

御
見
舞
の
言

葉
を
述
べ
た

後
、
「
皆
さ

ん
ご
存
知
の
通
り
、
私
は
全

機
工
連
（
全
日
本
機
械
工
具

商
連
合
会
）
の
会
長
も
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
貴
組
合
の
皆
さ
ま
に

も
昨
年
は
活
発
に
、
積
極
的

に
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
と
く
に
、
８
月
の
全

国
機
械
工
具
商
青
年
部
総
会

（
大
阪
）
と
１０
月
の
第
４４
回

全
国
大
会
愛
知
大
会
、
こ
の

ふ
た
つ
の
全
国
規
模
の
事
業

に
は
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
場
で
は
、
機

械
工
具
商
の
Ｄ
Ｘ
化
が
話
題

に
上
っ
て
い
ま
し
た
。
お
話

を
伺
っ
て
、
徐
々
に
皆
さ
ん

の
お
会
社
で
も
Ｄ
Ｘ
化
・
Ｉ

Ｔ
化
を
進
め
ら
れ
、
新
た
な

取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
同
時
に
、
営
業
ス
タ

イ
ル
や
仕
事
の
進
め
方
も
変

わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
感

じ
ま
し
た
。
一
方
で
、
今
日

の
こ
の
場
の
よ
う
に
、
皆
さ

ん
が
集
ま
り
、
対
面
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
の
大
切
さ
も
改
め
て
気
づ

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
や

っ
て
い
く
こ
と
が
我
々
の
業

界
で
は
大
切
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
貴
組
合
と
全

機
工
連
、
そ
し
て
当
社
Ｎ
ａ

Ｉ
Ｔ
Ｏ
も
含
め
て
、
み
ん
な

で
一
緒
に
な
っ
て
こ
の
業
界

を
良
く
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
。
乾
杯
の
音
頭

を
と
っ
た
。

こ
の
日
は
、
平
野
部
で
も

雪
が
降
り
積
も
る
生
憎
の
天

気
と
な
り
、
予
定
を
若
干
前

倒
し
し
て
２０
時
に
中
締
め
と

な
っ
た
。
最
後
は
、
同
組
合

理
事
の
枅
川
修
氏
（
ジ
ー
ネ

ッ
ト
三
重
営
業
所
長
な
ら
び

に
三
河
営
業
所
長
）
が
挨
拶

し
、
散
会
と
な
っ
た
。

ジ
ー
ネ
ッ
ト
名
古
屋
支
社

（
支
社
長
�
松
吉
正
訓
氏
、

所
在
地
�
名
古
屋
市
中
区
富

士
見
町
）
が
１
月
２６
日
㈮
、

名
古
屋
市
中
区
金
山
の
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
コ
ー
ト
名
古
屋
に
、

主
力
仕
入
先
で
つ
く
る
中
部

ジ
ー
ネ
ッ
ト
会
（
会
長
�
片

岡
暢
博
氏
・
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ

ッ
ク
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
中
日

本
販
売
部
主
幹
）
会
員
な
ら

び
に
主
力
得
意
先

を
集
め
、
製
販
合

同
で
の
「
２
０
２

４
年
新
春
情
報
交

換
会
」
を
開
催
し

た
。
当
日
は
、
販

売
店
５８
社
５８
名
、

メ
ー
カ
ー
７３
社
１

０
０
名
が
参
加
し

新
春
の
挨
拶
を
交

わ
し
た
。

ま
ず
初
め
に
、

古
里
龍
平
ジ
ー
ネ

ッ
ト
社
長
が
登

壇
。
元
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
な
ど
の
被
災
者
へ

向
け
た
御
見
舞
の
言
葉
を
述

べ
た
後
、
「
国
は
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

我
が
社
は
上
場
し
て
お
り
ま

す
が
上
場
企
業
に
は
非
常
に

高
い
ハ
ー
ド
ル
が
課
せ
ら
れ

ま
す
の
で
、
今
ま
で
と
同
じ

こ
と
を
し
て
い
て
も
ダ
メ
で

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
存
知

の
通
り
、
温
室
効
果
ガ
ス

（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
に
は
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
た
排
出

を
捉
え
る
�
ス
コ
ー
プ
１
�

�
ス
コ
ー
プ
２
�
�
ス
コ
ー

プ
３
�
と
い
う
分
類
方
法
が

あ
り
ま
す
。
ス
コ
ー
プ
１
は

我
が
社
が
直
接
排
出
す
る
Ｇ

Ｈ
Ｇ
の
こ
と
で
す
の
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
は
可
能
で
す
。
問

題
は
ス
コ
ー
プ
２
で
す
。
他

社
か
ら
供
給
さ
れ
た
電
気
・

熱
・
蒸
気
を
使
う
こ
と
で
間

接
的
に
排
出
さ
れ
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
か
ら

直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。で
す
が
、

お
客
さ
ま
の
工
場
で
、
ど
こ

で
一
番
電
力
を
使
用
し
て
い

る
の
か
を
計
測
す
る
こ
と
は

実
は
非
常
に
簡
単
に
で
き
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
提
案
を
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ソ
フ
ト
・
付
加
価
値
も
含

め
て
最
終
的
に
こ
れ
ら
を
モ

ノ
売
り
に
繋
げ
て
い
く
こ
と

が
我
々
の
生
き
残
る
道
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
」（
一
部

抜
粋
）と
、今
後
の
同
社
の
活

動
方
針
の
根
底
に
あ
る
自
身

の
考
え
を
交
え
、
参
加
者
に

年
頭
の
挨
拶
を
語
っ
た
。

続
い
て
、
片
岡
中
部
ジ
ー

ネ
ッ
ト
会
会
長
が
登
壇
し
、

参
加
者
に
挨
拶
。
乾
杯
の
音

頭
を
取
り
、
２
０
２
４
年
の

情
報
交
換
会
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。会

が
盛
り
上
が
り
を
見
せ

る
な
か
、
松
吉
ジ
ー
ネ
ッ
ト

名
古
屋
支
社
長
が
登
壇
。
辰

年
生
ま
れ
の
参
加
者
に
記
念

品
を
贈
呈
す
る
毎
年
恒
例
の

年
男
紹
介
を
済
ま
せ
た
後
、

同
社
の
主
要
メ
ン
バ
ー
を
紹

介
。
こ
の
日
の
参
加
者
に
挨

拶
し
た
。

宴
も
た
け
な
わ
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
川
村
真
巳
中
部
ジ

ー
ネ
ッ
ト
会
副
会
長
（
Ｂ
Ｉ

Ｇ

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ａ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
中
部
営
業
部
部

長
兼
名
古
屋
支
店
支
店
長
）

が
登
壇
。
中
締
め
の
挨
拶
を

し
、
最
後
は
三
本
締
め
で
散

会
と
な
っ
た
。

川
村
中
部
ジ
ー
ネ
ッ
ト
会
副
会
長

２
月
に
は
工
場
見
学
も
再
開

６７
社
９５
名
が
集
い
新
年
を
祝
う

三
重
県
機
械

工
具
商
組
合

賀
詞
交
歓
会
開
催

山
田
理
事
長

坂
井
Ｎ
ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
社
長

付
加
価
値
も
共
に
提
案
し
成
長
誓
う

お
よ
そ
１６０
名
が
集
い
情
報
交
換

ジ
ー
ネ
ッ
ト
２０２４
年
新
春
情
報
交
換
会

生憎の天気だったがおよそ１００名が集まった

１５０名超が集い情報交換

古
里
ジ
ー
ネ
ッ
ト
社
長

片
岡
中
部
ジ
ー
ネ
ッ
ト
会
会
長

松
吉
ジ
ー
ネ
ッ
ト
名
古
屋
支
社
長

（２）令和６年２月１８日（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）第２８７８号



管
工
機
材
の
総
合
商
社
オ

ー
タ
ケ
（
社
長
�
村
井
善
幸

氏
、
本
社
�
名
古
屋
市
中

区
）
は
、
１
月
５
日
午
後
５

時
３０
分
よ
り
名
古
屋
市
中
区

の
名
古
屋
銀
行
協
会
大
ホ
ー

ル
に
て
「
令
和
６
年
新
年

会
」
を
開
い
た
。
仕
入
先
メ

ー
カ
ー
２４
社
と
オ
ー
タ
ケ
の

役
員
・
営
業
社
員
ら
合
わ
せ

て
約
２
０
０
名
が
出
席
し
、

新
た
な
１
年
に
向
け
て
さ
ら

な
る
結
束
を
誓
っ
た
。

溝
口
大
介
オ
ー
タ
ケ
執
行

役
員
商
品
部
長
が
司
会
を
務

め
て
会
を
進
行
。

冒
頭
、
村
井
社
長
が
挨
拶

で
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
に
触
れ
、
「
我
々
の

北
陸
支
店
と
新
潟
支
店
が
あ

り
心
配
し
ま
し
た
が
、
社
員

の
無
事
が
確
認
で
き
、
倉
庫

の
方
も
一
部
在
庫
が
落
ち
た

り
、
物
が
散
乱
し
た
り
し
た

程
度
で
大
き
な
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
」
と
報
告

し
、
被
災
者
に
お
見
舞
い
を

述
べ
た
。

最
終
年
度
を
迎
え
て
い
る

３
カ
年
中
期
経
営
計
画
に
関

し
て
は
「
中
部
地
区

の
強
化
を
一
番
の
柱

に
ス
タ
ー
ト
し
、
そ

の
一
環
と
し
て
一
昨

年
に
三
河
配
送
セ
ン

タ
ー
（
愛
知
県
岡
崎

市
）
を
開
設
。
昨
年

は
長
野
配
送
セ
ン
タ

ー
（
長
野
県
松
本
市
）
、
北

陸
支
店
事
務
所
棟
開
設
と
、

着
実
に
実
行
し
な
が
ら
中
部

圏
強
化
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
５
月
期
ま
で
に
ど
の

く
ら
い
計
画
を
達
成
で
き
る

か
、
最
終
コ
ー
ナ
ー
、
力
を

振
り
絞
っ
て
次
に
つ
な
が
る

実
績
が
出
る
よ
う
な
動
き
を

し
て
行
き
た
い
と
存
じ
ま

す
」
と
話
し
た
。

今
年
の
景
況
に
つ
い
て

は
、
半
導
体
へ
の
投
資
や
車

の
電
動
化
に
よ
る
電
池
生
産

工
場
建
設
な
ど
で
非
常
に
好

調
な
設
備
業
者
や
、
受
注
は

ほ
ぼ
目
一
杯
と
い
う
大
手
サ

ブ
コ
ン
の
話
が
あ
る
一
方

で
、
「
色
々
な
市
場
の
話
を

聞
き
、
我
々
の
受
注
残
を
見

て
も
そ
の
様
な
状
況
で
は
な

く
、
非
常
に
ば
ら
つ
き
の
あ

る
景
気
な
の
か
と
思
い
ま

す
。
こ
う
い
う
時
こ
そ
我
々

は
力
を
結
集
し
、
色
々
な
情

報
を
と
っ
て
、
本
日
ご
出
席

の
仕
入
先
メ
ー
カ
ー
様
と
共

に
市
場
の
開
拓
や
掘
り
起
こ

し
を
真
摯
に
や
っ
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
述

べ
、
一
層
の
支
援
を
お
願
い

し
た
。

参
加
メ
ー
カ
ー
の
紹
介
が

あ
り
、
代
表
し
て
君

田
雅
弘
キ
ッ
ツ
バ
ル

ブ
事
業
統
括
本
部
国

内
営
業
本
部
中
部
支

社
長
が
「
我
々
の
業

界
に
お
い
て
は
、
今

年
は
非
常
に
難
し
い

年
で
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
２
０
２
４

年
問
題
と
言
わ
れ

る
物
流
、
建
設
業

に
お
け
る
負
担
業

務
の
上
限
規
制
な

ど
が
こ
の
４
月
か

ら
壁
と
な
っ
て
立

ち
は
だ
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う

時
だ
か
ら
こ
そ
、

皆
様
方
が
所
属
さ

れ
る
会
社
へ
の
貢

献
は
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
我
々
、

こ
の
業
界
全
体
を

ど
う
盛
り
上
げ
て
行
く
か
と

い
う
意
識
を
も
っ
て
、
こ
の

１
年
皆
様
と
共
に
乗
り
切
っ

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
述
べ
て
、
乾
杯
の
音

頭
を
と
っ
た
。

和
や
か
に
歓
談
し
て
懇
親

が
深
ま
る
中
、
金
戸
俊
哉
オ

ー
タ
ケ
常
務
取
締
役
よ
り

「
今
年
は
昭
和
９９
年
に
当
た

る
そ
う
で
す
。
日
本
の
伝
統

的
な
会
社
は
こ
れ
か
ら
立
ち

行
か
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
、

日
経
新
聞
の
一
面
に
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。
弊
社
も
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
古
い
体
質
の

会
社
の
位
置
づ
け
だ
っ
た
と

思
う
の
で
す
が
、
こ
こ
数

年
、
社
員
の
皆
さ
ん

の
頑
張
り
で
会
社
の

雰
囲
気
も
大
分
変
わ

っ
て
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
中
々
厳
し

い
年
だ
と
思
い
ま
す

が
、
ぜ
ひ
一
人
一
人

変
化
を
恐
れ
ず
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
、
自
分
自
身
の

価
値
を
向
上
で
き
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
の
皆

様
に
も
引
き
続
き
ご
支
援
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
」
と
中
締
め
の
挨
拶

が
あ
り
、
お
開
き
と
し
た
。

会場の様子

中
部
圏
強
化
を
着
実
に
進
め

市
場
の
開
拓
、掘
り
起
こ
し
に
注
力

オ
ー
タ
ケ
令
和
６
年
新
年
会
を
開
催

金戸常務

村井社長

君田キッツ中部支社長

第２８７８号（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）令和６年２月１８日（３）
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実
加
工
特
設
ブ
ー
ス

当
日
限
定
コ
ラ
ボ
企
画

【
２
月
２１
日
㈬
】

１１
時
１５
分
〜
４５
分
▽
ア
ル

ム
コ
ー
ド
×
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

デ
ザ
イ
ン
「
空
気
の
力
で

『
見
え
る
化
Ｄ
Ｘ
』
〜
エ
ア

ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
カ
メ
ラ
の
ご

紹
介
〜
」

１２
時
１５
分
〜
４５
分
▽
キ
ャ

ム
タ
ス
×
ギ
ガ
・
セ
レ
ク
シ

ョ
ン‐

リ
ミ
テ
ッ
ド
「
ア
ル

ミ
の
高
速
加
工
の
実
現
」

１３
時
１５
分
〜
４５
分
▽
ア
ル

ム
コ
ー
ド
「
世
界
初
、
製
造

Ａ
Ｉ
に
よ
る
Ｎ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
自
動
生
成
実
演
」

１４
時
１５
分
〜
４５
分
▽
Ｈ
Ｅ

Ｘ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｎ
×
タ
ン
ガ
ロ
イ

「
限
界
高
速
加
工
へ
の
挑
戦
」

１５
時
１５
分
〜
４５
分
▽
Ｂ
Ｉ

Ｇ

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ａ

「
一
体
型
高
剛
性
ボ
デ
ィ
に

よ
る
限
界
切
り
込
み
へ
の
挑

戦
」【

２
月
２２
日
㈭
】

１０
時
１５
分
〜
４５
分
▽
モ
ア

ソ
ン
ジ
ャ
パ
ン
「
圧
倒
的
な

ス
ピ
ー
ド
と
精
度
で
計
測
業

務
に
革
新
を
」

１１
時
１５
分
〜
４５
分
▽
（
２１

日
と
同
じ
）

１２
時
１５
分
〜
４５
分
▽
Ａ
Ｉ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
×
Ｎ
Ｔ

ツ
ー
ル
「
ハ
イ
ド
ロ
チ
ャ
ッ

ク
を
使
用
し
た
ｈ
ｙ
ｐ
ｅ
ｒ

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
高
能
率
・
高
速
穴

あ
け
加
工
の
ご
紹
介
」

１３
時
１５
分
〜
４５
分
▽
（
２１

日
と
同
じ
）

１４
時
１５
分
〜
４５
分
▽
Ｊ
Ｂ

Ｍ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
×
サ

ン
ド
ビ
ッ
ク
「
汎
用
工
具
と

Ｃ
Ａ
Ｍ
を
使
っ
た
最
適
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
！
」

併
催
セ
ミ
ナ
ー

【
２
月
２１
日
㈬
】

１０
時
３０
分
〜
１２
時
（
会
議

ホ
ー
ル
）
▽
マ
テ
リ
ア
ル

「
下
町
技
術
の
集
結
に
よ
る

世
界
へ
の
挑
戦
〜
下
町
ボ
ブ

ス
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
語

る
！
〜
」

１３
時
〜
１４
時
（
会
議
ホ
ー

ル
）
▽
Ｂ
Ｉ
Ｇ

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ａ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

「
ツ
ー
リ
ン
グ
の
基
礎
〜
基

礎
か
ら
学
ぼ
う
ツ
ー
リ
ン
グ

の
特
長
と
使
い
方
〜
」

１５
時
〜
１６
時
（
会
議
ホ
ー

ル
）
▽
ミ
ツ
ト
ヨ
「
測
定
工

具
の
正
し
い
取
り
扱
い
と
保

守
管
理
」

【
２
月
２２
日
㈭
】

１０
時
〜
１１
時
（
会
議
ホ
ー

ル
）
▽
藤
本
工
業
「
ど
う
す

る
バ
リ
取
り
⁉
〜
バ
リ
取
り

現
場
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
ま

で
の
道
の
り
〜
」

１１
時
１５
分
〜
１２
時
１５
分

（
第
３
会
議
室
）
▽
ニ
デ
ッ

ク
オ
ー
ケ
ー
ケ
ー
「
ニ
デ
ッ

ク
工
作
機
械
事
業
の
今
後
に

つ
い
て
」

１２
時
３０
分
〜
１３
時
３０
分

（
会
議
ホ
ー
ル
）
▽
ア
ル
ム

「
ジ
ェ
ネ
レ
ー
テ
ィ
ブ
Ａ
Ｉ

と
完
全
自
動
化
が
も
た
ら
す

製
造
業
の
未
来
」

１４
時
〜
１５
時
（
会
議
ホ
ー

ル
）
▽
タ
ン
ガ
ロ
イ
「
切
削

加
工
の
基
礎
〜
切
削
加
工
の

理
論
を
理
解
し
よ
う
〜
」

ジ
ー
ネ
ッ
ト
名
古
屋
支
社
（
取
締
役
支
社
長
�
松
吉
正
訓
氏
、
所
在
地
�
名
古
屋
市

中
区
）
の
有
力
販
売
店
が
主
催
す
る
「
２
０
２
４
中
部
機
械
加
工
シ
ス
テ
ム
展
」
が
２

月
２１
日
㈬
・
２２
日
㈭
の
２
日
間
、
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
第
３
展
示
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
。
テ
ー
マ
は
�
「
叶
え
た
い
」
が
あ
ふ
れ
る
未
来
へ
�
。
工
作
機
械
や
切
削
工

具
、
ツ
ー
リ
ン
グ
、
機
械
周
辺
機
器
、
Ｄ
Ｘ
関
連
メ
ー
カ
ー
な
ど
１
７
３
社
（
１
月
２９

日
現
在
）
が
出
展
を
予
定
し
て
お
り
、
最
新
の
機
械
・
機
器
の
展
示
実
演
を
通
し
て
生

産
現
場
の
問
題
解
決
に
向
け
た
提
案
を
行
う
。
来
場
者
目
標
は
４
０
０
０
名
。

「
実
加
工
特
設
ブ
ー
ス
」
で
は

当
日
限
定
コ
ラ
ボ
企
画
を
多
数
開
催

中
部
機
械
加
工
シ
ス
テ
ム

展
は
、
も
の
づ
く
り
産
業
の

集
積
地
で
あ
る
中
部
地
域
で

開
催
さ
れ
る
、
機
械
加
工
に

的
を
絞
っ
た
展
示
会
。
ジ
ー

ネ
ッ
ト
名
古
屋
支
社
が
事
務

局
を
務
め
、
２
０
１
４
年
か

ら
コ
ロ
ナ
期
間
を
除
い
て
毎

年
開
か
れ
好
評
を
も
っ
て
迎

え
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
工
作
機
械
、
周

辺
機
器
に
加
え
て
、
注
目
度

が
高
ま
っ
て
い
る
Ｄ
Ｘ
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
自

動
化
・
省
力
化
に
焦
点
を
あ

て
た
展
示
構
成
と
な
っ
て
い

る
。「

実
加
工
特
設
ブ
ー
ス
」

で
は
�
新
た
な
発
見
が
こ
こ

に
あ
る
‼
�
と
題
し
て
、
２

日
間
で
１０
の
当
日
限
定
企
画

を
予
定
。
出
展
す
る
機
械
メ

ー
カ
ー
と
工
具
メ
ー
カ
ー
、

ソ
フ
ト
メ
ー
カ
ー
と
の
コ
ラ

ボ
に
よ
る
加
工
実
演
な
ど
が

披
露
さ
れ
る
。
ジ
ー
ネ
ッ
ト

が
注
力
す
る
、
Ｎ
Ｃ
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
完
全
自
動
化
Ａ
Ｉ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ

Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
（
ア
ル
ム
コ
ー

ド
）
」
の
実
演
も
あ
り
、
見

ど
こ
ろ
が
満
載
。

ま
た
、
好
評
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、
切
削
加
工
・
ツ
ー
リ
ン

グ
の
基
礎
を
は
じ
め
、
測
定

工
具
の
取
り
扱
い
、
バ
リ
取

り
の
取
り
組
み
な
ど
、
今
回

も
多
数
実
施
さ
れ
る
。
ボ
ブ

ス
レ
ー
の
公
式
マ
シ
ン
づ
く

り
に
励
ん
で
い
る
「
下
町
ボ

ブ
ス
レ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
創
設
者
で

あ
る
細
貝
淳
一
氏
（
マ
テ
リ

ア
ル
代
表
取
締
役
）
に
よ
る

講
演
や
、
「
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ

Ｄ
Ｅ
」
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

も
注
目
だ
。

展
示
会
の
開
催
時
間
は
、

初
日
の
２１
日
㈬
が
１０
時
〜
１７

時
、
２
日
目
の
２２
日
㈭
が
９

時
３０
分
〜
１６
時
。
展
示
会
当

日
限
定
お
よ
び
期
間
限
定
の

特
別
価
格
品
や
サ
ー
ビ
ス
、

記
念
品
も
用
意
さ
れ
る
。

来
場
事
前
登
録
は
同
展
公

式
サ
イ
ト
か
ら
▼https

�

//g
-expo.net/event

/chu
bu
2024

/index.
h
tm
l

出出
展展
メメ
ーー
カカ
ーー
一一
覧覧

■
機
械
加
工
周
辺
機
器
メ
ー
カ
ー

ア
イ
キ
ュ
ウ
▽
ア
イ
ゼ
ン
▽
愛
知

産
業
▽
ア
イ
ト
ス
▽
葵
精
工
▽
旭
金

属
工
業
▽
ア
ネ
ス
ト
岩
田
▽
ア
ぺ
ッ

ク
ス
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
▽

ア
マ
ノ
▽
ア
ル
プ
ス
ツ
ー
ル
▽
イ
ス

カ
ル
ジ
ャ
パ
ン
▽
イ
ズ
ミ
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
▽
和
泉
産
業
▽
イ
チ
ネ
ン

ケ
ミ
カ
ル
ズ
▽
イ
ワ
タ
ツ
ー
ル
▽
岩

本
工
業
▽
ｌ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
▽
Ｗ
Ｅ
Ｎ

▽
永
進
テ
ク
ノ
▽
Ｓ
Ｍ
Ｃ
▽
エ
ヌ
テ

ィ
ー
ツ
ー
ル
▽
エ
ヌ
ピ
ー
ケ
イ
▽
エ

ム
ー
ゲ
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
▽
Ｍ
Ｓ
Ｔ
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
▽
Ｍ
Ｃ
Ｔ
▽
エ
ロ

ワ
日
本
▽
オ
ー
デ
ン
▽
大
野
精
工
▽

億
川
鉄
工
所
▽
オ
リ
オ
ン
機
械
▽
カ

ト
ウ
工
機
▽
カ
ネ
テ
ッ
ク
▽
ガ
リ
ュ

ー
▽
ギ
ガ
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
▽
ギ
ガ

・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
�
リ
ミ
テ
ッ
ド
▽

ギ
ケ
ン
▽
北
川
鉄
工
所
▽
鬼
頭
精
器

製
作
所
▽
キ
ト
ー
▽
京
セ
ラ
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
ツ
ー
ル
ズ
▽
共
立
精
機

▽
ク
ラ
ン
プ
テ
ッ
ク
▽
ク
リ
ー
ン
テ

ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
▽
ケ
ル
ヒ
ャ
ー

ジ
ャ
パ
ン
▽
コ
ア
テ
ッ
ク
▽
甲
府
精

鋲
▽
コ
ベ
ル
コ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
▽

近
藤
製
作
所
▽
サ
イ
バ
ー
Ｒ
Ｃ
▽
蔵

王
産
業
▽
嵯
峨
電
機
工
業
▽
三
機
工

業
▽
産
機
テ
ク
ノ
ス
▽
三
共
製
作
所

▽
三
甲
▽
三
進
金
属
工
業
▽
サ
ン
ド

ビ
ッ
ク
▽
三
友
精
機
▽
シ
ー
・
エ
ス

・
シ
ー
▽
ジ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
部
▽
シ
ー
ビ
ー
テ
ッ
ク
▽
ジ

ー
ベ
ッ
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
▽
シ
オ
ン

▽
静
科
▽
シ
ュ
ン
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
▽

昭
和
電
機
▽
Ｊ
Ｏ
Ｈ
Ｎ
Ａ
Ｎ
▽
シ
ン

フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
▽
ス
ギ
ヤ

ス
▽
住
友
電
気
工
業
▽
ス
リ
ー
ア
ー

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
▽
全
晴
▽
象
印

チ
ェ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
▽
ソ
ノ
ル
カ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
▽
ダ
イ
キ
ン
Ｈ
Ｖ
Ａ

Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
東
海
▽
大
昭
和

精
機
▽
谷
テ
ッ
ク
▽
Ｗ
Ｓ
Ｅ
▽
タ
ン

ガ
ロ
イ
▽
中
発
販
売
▽
津
田
駒
工
業

▽
鶴
見
製
作
所
▽
Ｄ
Ｈ
Ｆ

Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
▽
帝
国
チ
ャ
ッ
ク
▽
デ
ン
ヨ
ー

▽
東
京
精
密
▽
ト
ー
チ
ョ
ー
マ
ー
キ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
ズ
▽
東
浜
商
事
▽
東

陽
▽
ト
ル
ネ
ッ
ク
ス
▽
ナ
ベ
ヤ
▽
ニ

シ
ガ
キ
工
業
▽
錦
▽
日
鋼
Ｙ
Ｐ
Ｋ
商

事
▽
日
進
▽
日
東
工
器
▽
ニ
デ
ッ
ク

ド
ラ
イ
ブ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
▽
日
本
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
▽

日
本
エ
ア
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
販
売
▽
日

本
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
マ
シ
ン
▽
日
本

ク
ラ
ン
ツ
レ
▽
日
本
精
密
機
械
工
作

▽
日
本
濾
過
工
業
▽
ノ
ガ
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
ズ
▽
ハ
ー
テ
ッ
ク
・
ミ
ワ
▽
バ

ー
テ
ッ
ク
ス
▽
ハ
イ
ウ
ィ
ン
▽
ハ
イ

テ
ッ
ク
精
工
▽
バ
ウ
ア
ー
ズ
社
▽
長

谷
川
工
業
▽
ハ
タ
ヤ
リ
ミ
テ
ッ
ド
▽

花
岡
車
輌
▽
濱
田
プ
レ
ス
工
藝
▽
原

田
産
業
▽
パ
ル
▽
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｘ
▽
ビ
ー

シ
ー
テ
ッ
ク
▽
ピ
カ
コ
ー
ポ
レ
イ
シ

ョ
ン
▽
フ
ェ
ナ
ー
ド
ラ
イ
ブ
ズ
▽
フ

ク
ハ
ラ
▽
富
士
元
工
業
▽
不
二
越
▽

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
▽
ブ
ラ
ザ
ー
・
ス

イ
ス
ル
ー
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
▽
ブ
ル
ー

ム
�
ノ
ボ
テ
ス
ト
▽
フ
ル
タ
電
機
▽

プ
ロ
テ
ク
ト
エ
ア
社
▽
ブ
ン
リ
▽
ベ

ク
ト
ル
▽
ベ
ッ
セ
ル
▽
豊
和
工
業
▽

ホ
ー
タ
ス
▽
マ
ー
テ
ッ
ク
▽
松
本
機

械
工
業
▽
マ
ン
ヨ
ー
ツ
ー
ル
▽
ミ
ツ

ト
ヨ
▽
目
名
製
作
所
▽
Ｕ
Ｈ
Ｔ
▽
リ

ニ
ア
・
ビ
ズ
▽
ル
ッ
ド
ス
パ
ン
セ
ッ

ト
ジ
ャ
パ
ン
▽
レ
ッ
キ
ス
工
業
▽
レ

ニ
シ
ョ
ー
▽
Ｙ
Ｈ
Ｂ

Ｅ
Ｃ
Ｏ

■
工
作
機
械
・
Ｄ
Ｘ
メ
ー
カ
ー
他

ア
マ
ダ
マ
シ
ナ
リ
ー
▽
ア
ル
ム
▽

Ａ
ｉ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
▽
オ
ー
ク

マ
▽
岡
本
工
作
機
械
製
作
所
▽
キ
タ

ム
ラ
機
械
▽
キ
ャ
ム
タ
ス
▽
コ
マ
ツ

産
機
▽
ジ
ェ
ー
ビ
ー
エ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
▽
静
岡
鐵
工
所
▽
セ
イ
コ

ー
イ
ン
ス
ツ
ル
▽
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
▽
ゼ
ネ
テ
ッ
ク
▽
ソ
デ
ィ
ッ

ク
▽
大
日
金
属
工
業
▽
タ
ク
テ
ッ
ク

ス
▽
ツ
ガ
ミ
▽
Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
▽
ナ

ガ
セ
イ
ン
テ
グ
レ
ッ
ク
ス
▽
ニ
デ
ッ

ク
オ
ー
ケ
ー
ケ
ー
▽
ニ
デ
ッ
ク
マ
シ

ン
ツ
ー
ル
▽P

A
L
M
A
R
Y
M

A
C
H
IN
E
R
Y
C
O
.,L
T
D
.

▽
フ
ァ
ソ
テ
ッ
ク
▽
ブ
ラ
ザ
ー
工
業

▽
Ｈ
Ｅ
Ｘ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｎ
▽
ほ
ん
と
う
の

こ
と
▽
松
浦
機
械
製
作
所
▽
光
畑
製

作
所
▽
三
菱
Ｈ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
▽
モ

ア
ソ
ン
ジ
ャ
パ
ン
▽
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ

ッ
ク※

出
展
メ
ー
カ
ー
は
変
更
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

２
月
２１
日
㈬
・
２２
日
㈭
の
２
日
間

ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
で
開
催

２０２４中部機械加工システム展２０２４中部機械加工システム展
（４）令和６年２月１８日（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
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サ
ン
ド
ビ
ッ
ク
（
愛
知
県

名
古
屋
市
西
区
則
武
新
町
３

�
１
�
１７
）
で
は
、
突
切
り

・
溝
入
れ
工
具
の
主
力
製
品

で
あ
る
Ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
Ｃ

ｕ
ｔ
Ⓡ
１‐
２
が
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
、

Ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
Ｃ
ｕ
ｔ
Ⓡ

２
を
新
た
に
導
入
。

高
剛
性
・
多
機
能
で

幅
広
い
突
切
り
・
溝

入
れ
加
工
に
対
応
す

る
。独

自
の
レ
ー
ル
ロ

ッ
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
横
方
向
の
切
削

力
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
加
工
中
の
チ
ッ

プ
の
動
き
を
防
ぐ
。

従
来
品
は
チ
ッ
プ
シ
ー
ト
サ

イ
ズ
Ｈ
シ
ー
ト
（
チ
ッ
プ
幅

４
㎜
）
以
上
だ
っ
た
の
に
対

し
、
今
回
は
Ｅ
シ
ー
ト
（
チ

ッ
プ
幅
２
㎜
）
以
上
か
ら
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
採
用
。
さ
ら

に
小
さ
い
幅
で
の
加
工
で
も

高
い
安
全
性
を
実
現
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

チ
ッ
プ
は
従
来
の
主
要
な

チ
ッ
プ
材
種
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

含
め
て
、
汎
用
性
・
柔
軟
性

の
高
い
新
材
種
Ｇ
Ｃ
１
２
２

５
や
、
耐
熱
性
・
耐
摩
耗
性

を
飛
躍
的
に
ア
ッ
プ
し
た
Ｇ

Ｃ
４
４
２
５
を
含
め
最
新
の

チ
ッ
プ
材
種
を
、
ブ
レ
ー
カ

は‐

Ｃ
Ｍ
、‐

Ｇ
Ｆ
、‐
Ｔ

Ｆ
、‐

Ｒ
Ｍ
の
４
種
類
を
導

入
。さ

ら
に
、
特
許
取
得
済
み

の
最
新
プ
レ
ス
技
術
が
採
用

さ
れ
て
お
り
、
刃
先
の
品
質

面
が
大
幅
に
向
上
し
て
い

る
。ま

た
、
さ
ら
な
る
工
具
寿

命
ア
ッ
プ
、
切
り
く
ず
排
出

性
向
上
を
実
現
す
る
Ｈ
Ｐ

（
高
精
度
ク
ー
ラ
ン
ト
）
シ

ス
テ
ム
対
応
ホ
ル
ダ
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
を
拡
充
し
た
。

チ
ッ
プ
、
ホ
ル
ダ
は
今
後

も
随
時
拡
大
を
予
定
し
て
い

る
。

大
昭
和
精
機
（
大
阪
府
東

大
阪
市
西
石
切
町
３
�
３
�

３９
）
が
出
展
す
る
「
フ
ル
カ

ッ
ト
ミ
ル

Ｆ
Ｃ
Ｍ
型
」
は

切
れ
味
と
強
靱
さ
を
兼
ね
備

え
た
ソ
リ
ッ
ド
エ
ン
ド
ミ
ル

に
匹
敵
す
る
刃
先
交
換
式
エ

ン
ド
ミ
ル
カ
ッ
タ
。
横
送
り

加
工
に
特
化
し
た
低

抵
抗
・
高
能
率
タ
イ

プ
で
、
溝
加
工
・
側

面
加
工
に
適
す
る
。

ダ
ブ
ル
の
す
く
い

角
に
よ
る
シ
ャ
ー
プ

な
切
れ
味
が
特
長

で
、
径
方
向
・
軸
方

向
と
も
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
ハ
イ
レ
ー
キ
刃

形
は
、
静
か
で
軽
快

な
切
削
を
実
現
す

る
。

イ
ン
サ
ー
ト
は
、
ソ
リ
ッ

ド
エ
ン
ド
ミ
ル
に
古
く
か
ら

採
用
さ
れ
て
い
る
エ
キ
セ
ン

二
番
角
を
採
用
。
切
れ
味
を

損
な
う
こ
と
な
く
、
強
靭
で

欠
け
な
い
刃
先
形
状
と
な
っ

て
い
る
。

汎
用
性
の
高
い
ス
ト
レ
ー

ト
シ
ャ
ン
ク
か
ら
二
面
拘
束

の
一
体
型
ホ
ル
ダ
ま
で
豊
富

な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
展

開
。
二
面
拘
束
シ
ャ
ン
ク
一

体
型
の
使
用
に
よ
り
、
４０
番

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
で
も
高

い
切
削
能
力
を
発
揮
す
る
。

ア
ー
バ
タ
イ
プ
の
新
製
品

（
Ｂ
Ｂ
Ｔ
３０
、
カ
ッ
タ
径
φ

６３
）
は
、
従
来
の
ア
ー
バ
型

カ
ッ
タ
と
比
較
し
て
限
界
切

込
み
が
向
上
し
た
。

エ
ヌ
テ
ィ
ー
ツ
ー
ル
（
愛

知
県
高
浜
市
芳
川
町
１
�
７

�
１０
）
か
ら
大
好
評
発
売
中

の
�
こ
れ
ま
で
の
工
作
機
器

の
常
識
が
覆
っ
た
！
�
と
ま

で
言
わ
し
め
た
マ
シ
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
用
高
圧
洗
浄
ツ
ー
ル

『
Ｂ
ｏ
ｏ
ｓ
ｔ

Ｍ
ａ
ｓ
ｔ

ｅ
ｒ
』
（
型
式
�
Ｂ
Ｍ
Ａ
）

は
一
見
の
価
値
ア
リ
だ
。

従
来
、
Ｍ
／
Ｃ
加
工
後
の

ワ
ー
ク
に
残
っ
た
切
屑
は
高

圧
洗
浄
機
や
手
作
業
で
取
り

除
く
必
要
が
あ
っ
た
。
本
製

品
は
Ａ
Ｔ
Ｃ
対
応
の
高
圧
洗

浄
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
主
軸
の

回
転
に
よ
り
ク
ー
ラ
ン
ト
を

増
圧
・
吐
出
し
て
く
れ
る

（
Ｍ
Ａ
Ｘ
１５
ＭＰａ
）。一
例
だ

が
、φ
７
、深
さ
１
０
０
㎜
穴

底
の
切
屑
を
、
わ
ず
か
０
・

５
秒
で
除
去
可
能
だ
と
い

う
。
ま
た
、
省
エ
ネ
・
省
ス

ペ
ー
ス
も
実
現
。
本
製
品
の

新
規
導
入
の
際
に
は
機
外
高

圧
ポ
ン
プ
や
冷
却
装
置
を
必

要
と
せ
ず
、
加
工
か
ら
洗
浄

ま
で
を
Ｍ
／
Ｃ
１
台
に
集
約

で
き
、
工
程
改
善
に
よ
る
生

産
性
向
上
や
大
幅
な
省
エ
ネ

化
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
も
期
待
で
き

る
。『

Ｂ
ｏ
ｏ

ｓ
ｔ

Ｍ
ａ

ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
』

の
仕
様
は
以

下
の
通
り
▽

対
応
主
軸
�

Ｂ
Ｔ
、
Ｈ
Ｓ

Ｋ
等
各
種
イ

ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
▽
ク
ー

ラ
ン
ト
入
力

圧
�
７
ＭＰａ
以
下
▽
ク
ー
ラ
ン

ト
流
入
量
�
３
ℓ
／
�
以
上

▽
最
大
ク
ー
ラ
ン
ト
吐
出
圧

�
１５
ＭＰａ
▽
吐
出
流
量
（
１５
�

ＭＰａ
時
）
�
１
・
２３
ℓ
／
�
▽

標
準
ノ
ズ
ル
孔
径
�
０
・
４

㎜
。
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
へ
ア
ク
セ
ス
。

工
作
機
の
常
識
を
変
え
る
高
圧
洗
浄
ツ
ー
ル

中中
部部
機機
械械
加加
工工
シシ
スス
テテ
ムム
展展
出出
展展
製製
品品

サ
ン
ド
ビ
ッ
ク

突
切
り
・
溝
入
れ
工
具

Ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
Ｃ
ｕ
ｔ
Ⓡ

２

エ
ヌ
テ
ィ
ー
ツ
ー
ル

マ
シ
ニン
グ
セ
ン
タ
用
高
圧
洗
浄
ツ
ー
ル

Ｂ
ｏ
ｏ
ｓ
ｔ

Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

CoroCut®２インサート
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日
本
工
作
機
械
販
売
協
会

（
日
工
販
）
の
中
部
地
区
忘

年
懇
親
会
（
中
部
地
区
委
員

長
�
後
藤
正
幸
氏
・
三
栄
商

事
社
長
）が
昨
年
１２
月
１１
日
、

名
古
屋
市
東
区
の
メ
ル
パ
ル

ク
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
、会

員
ら
約
１
４
０
名
が
出
席
し

て
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ

た
。当
日
は
懇
親
会
に
先
立

っ
て
、講
演
会
も
開
か
れ
た
。

午
後
４
時
か
ら
行
わ
れ
た

講
演
会
で
は
デ
ン
ソ
ー
エ
レ

ク
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
事
業
部
執
行

幹
部
松
岡
直
樹
氏
（
※
２
０

２
３
年
１２
月
時
点
）
が
「
普

及
拡
大
す
る
ク
ル
マ
の
電
動

化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
モ
ノ
づ

く
り
戦
略
」と
題
し
て
講
演
。

電
動
化
の
進
展
に
つ
い
て

「
２
０
２
２
年
度
時
点
で
は

２
０
３
５
年
に
Ｂ
Ｅ
Ｖ
が
約

５５
％
、
Ｈ
Ｅ
Ｖ
が
約
２５
％
に

な
る
と
予
測
し
た
が
、
こ
れ

は
今
も
上
下
し
て
い
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
で
Ｂ
Ｅ
Ｖ
が
拡
大

す
る
一
方
で
、
地
域
毎
に
そ

れ
ぞ
れ
特
徴
を
も
っ
た
進
化

を
遂
げ
一
律
で
は
な
い
」
と

指
摘
し
、
そ
の
中
で
「
デ
ン

ソ
ー
は
、
多
様
化
す
る
あ
ら

ゆ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
電
動
化

ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
貢

献
す
る
。
こ
れ
が
我
々
の
使

命
」
と
強
調
。
そ
の
実
現
に

向
け
た
基
本
戦
略
と
し
て

「
品
揃
え
」
「
製
品
競
争

力
」
「
モ
ノ
づ
く
り
力
」
を

挙
げ
同
社
の
取
り
組
み
を
説

明
し
た
。

最
後
に
松
岡
氏
は
聴
講
者

に
向
け
て
「
電
動
化
の
モ
ノ

づ
く
り
も
工
程
が
固
ま
り
つ

つ
あ
る
。
日
本
の
高
い
レ
ベ

ル
の
設
備
づ
く
り
で
グ
ロ
ー

バ
ル
で
戦
え
る
よ
う
、
私
ど

も
も
一
緒
に
や
ら
せ
て
頂
き

た
い
。
キ
ー
技
術
は
、
ロ
ボ

ッ
ト
・
Ａ
Ｇ

Ｖ
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
、
Ａ
Ｉ
活

用
と
い
っ
た

汎
用
技
術
」

な
ど
と
工
作

機
械
業
界
へ

の
期
待
も
語

り
、
講
演
を

終
え
た
。

池
浦
捷
行

日
工
販
副
会

長（
不
二
会

長
）は
謝
辞

で「
目
新
し

い
話
ば
か
り
で
、こ
う
し
て

電
動
化
技
術
が
日
々
刻
々
と

進
化
し
て
い
る
と
い
う
の
は

本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
思

う
。日
工
販
と
し
て
は
、Ｊ
Ｉ

Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
が
２
０
２
４
年
に

あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
進
化

し
た
設
備
を
期
待
さ
れ
て
い

る
旨
の
話
が
あ
っ
た
。
工
作

機
械
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て

い
く
と
思
う
。
我
々
販
売
に

携
わ
る
者
と
し
て
、
工
作
機

械
、
周
辺
機
器
も
含
め
て
お

客
様
に
提
供
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
感

じ
た
」
と
話
し
た
。

講
演
会
後
の
午
後
５
時
３０

分
よ
り
懇
親
会
が
始
ま
り
、

冒
頭
、
今
年
度
中
部
地
区
委

員
長
に
就
任
し
た
後
藤
氏
が

「
今
の
時
代
、
モ
ノ
づ
く
り

の
会
社
に
就
職
し
た
い
、
こ

の
業
界
で
働
き
た
い
と
い
う

人
が
減
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
現
実
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
働
く
環
境
を
良
く
し
、

楽
し
く
、
誇
り
を
持
て
る
業

界
に
し
て
い
く
。
特
に
そ
れ

を
中
部
が
引
っ
張
っ
て
い
か

な
い
と
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く

り
は
良
く
は
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
る
。
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
日
工
販
の
役
割
も

大
き
い
。
微
力
で
は
あ
る

が
、
ま
だ
ま
だ
こ
の
業
界
で

は
若
い
４６
歳
。
こ
れ
か
ら
の

未
来
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め

に
や
る
べ
き
こ
と
は
沢
山
あ

る
と
思
っ
て
い
る
の
で
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
髙
田
研
至
日
工
販

会
長
（
井
高
社
長
）
が
挨
拶

で
、
２
０
２
３
年
の
年
頭
に

日
工
販
と
し
て
内
需
６
５
０

０
億
円
を
目
指
す
と
し
た

が
、
最
終
的
に
５
０
０
０
億

円
弱
に
な
る
と
の
見
通
し
を

示
し
「
１０
月
に
メ
カ
ト
ロ
テ

ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
３
が

４
日
間
で
８
万
人
弱
と
い
う

来
場
者
で
開
催
さ
れ
大
盛
況

で
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら

設
備
投
資
の
意
欲
回
復
ま
で

は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
と
い

う
状
況
。
そ
う
い
う
中
で
、

こ
こ
１
年
ぐ
ら
い
は
現
場
で

の
改
善
需
要
や
改
造
需
要
が

相
当
重
要
視
さ
れ
て
く
る
と

思
う
の
で
、
我
々
も
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

力
を
重
視
し
て
共
に
し
っ
か

り
と
や
っ
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

乾
杯
に
際
し
、
賛
助
会
員

を
代
表
し
て
星
真
ブ
ラ
ザ
ー

工
業
専
務
執
行
役
員
（
マ
シ

ナ
リ
ー
事
業
統
括
）
が
「
現

況
と
し
て
工
作
機
械
の
受
注

は
少
し
厳
し
い
も
の
が
あ
る

が
、
次
の
上
昇
気
流
に
乗
る

た
め
の
仕
込
み
を
す
る
時
期

か
と
思
っ
て
い
る
。
我
々
メ

ー
カ
ー
も
新
製
品
の
開
発

や
、
皆
様
と
一
緒
に
頑
張
る

た
め
の
拠
点
展

開
な
ど
、
ス
ピ

ー
ド
を
緩
め
な

い
、
立
ち
止
ま

ら
な
い
、
む
し

ろ
加
速
さ
せ
る

つ
も
り
で
次
の

上
昇
に
向
か
っ

て
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
る
」

な
ど
と
述
べ
、

高
ら
か
に
乾
杯

の
音
頭
を
と
っ

た
。和

や
か
に
歓

談
が
進
む
中
、

近
藤
敏
之
山
下

機
械
社
長
の
「
エ
ン
ジ
ン
車

が
電
動
車
に
切
り
替
わ
ろ
う

と
し
て
い
く
中
で
、
デ
ン
ソ

ー
の
今
後
の
電
動
化
へ
の
取

り
組
み
な
ど
松
岡
様
か
ら
ご

説
明
頂
い
た
こ
と
を
我
々
も

し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
日
本

の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
今
後

挑
戦
す
る
世
界
で
競
争
力
の

あ
る
電
動
化
部
品
の
量
産

に
、
我
々
日
工
販
中
部
地
区

が
メ
ー
カ
ー
と
一
体
と
な
り

協
力
し
貢
献
し
て
い
く
こ
と

で
、
機
械
が
沢
山
売
れ
る
条

件
が
必
ず
見
え
て
く
る
と
思

う
。
今
後
も
魅
力
あ
る
業
界

で
あ
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
頑
張
っ
て
い
け
る
２

０
２
４
年
に
し
た
い
」
と
の

新
年
へ
の
思
い
を
込
め
た
言

葉
と
一
丁
締
め
で
お
開
き
と

し
た
。

日
本
産
業
機
械
工
業
会

（
会
長
�
斎
藤
保
氏
・
Ｉ
Ｈ

Ｉ
相
談
役
）
が
１
月
１７
日
発

表
し
た
２
０
２
３
年
１１
月
の

産
業
機
械
受
注
高
は
、
前
年

同
月
比
１７
・
６
％
減
の
３
４

２
７
億
９
５
０
０
万
円
で
、

２
か
月
連
続
し
て
前
年
を
下

回
っ
た
。

内
需
は
、
前
年
同
月
比
７

・
０
％
増
の
２
５
４
９
億
５

２
０
０
万
円
で
、
こ
の
う
ち

製
造
業
向
け
が
７
・
２
％

増
、
非
製
造
業
向
け
が
２４
・

２
％
減
、
官
公
需
向
け
が
６７

・
９
％
増
、
代
理
店
向
け
が

３
・
１
％
増
だ
っ
た
。

内
需
で
増
加
し
た
機
種
は

ボ
イ
ラ
・
原
動
機
、
タ
ン

ク
、
ポ
ン
プ
、
圧
縮
機
、
変

速
機
、
金
属
加
工
機
械
、
そ

の
他
機
械
の
７
機
種
。
減
少

し
た
機
種
は
鉱
山
機
械
、
化

学
機
械
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加

工
機
械
、
送
風
機
、
運
搬
機

械
の
５
機
種
だ
っ
た
。

外
需
は
、
前
年
同
月
比
５０

・
５
％
減
の
８
７
８
億
４
３

０
０
万
円
。
プ
ラ
ン
ト
は
２

件
で
、
５３
・
９
％
減
の
３８
億

６
０
０
万
円
だ
っ
た
。

外
需
で
増
加
し
た
機
種
は

送
風
機
、
金
属
加
工
機
械
の

２
機
種
。
減
少
し
た
機
種
は

ボ
イ
ラ
・
原
動
機
、
鉱
山
機

械
、
化
学
機
械
、
タ
ン
ク
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
機
械
、

ポ
ン
プ
、
圧
縮
機
、
運
搬
機

械
、
変
速
機
、
そ
の
他
機
械

の
１０
機
種
だ
っ
た
。

髙
田
日
工
販
会
長

電
動
化
の
方
向
性
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

デ
ン
ソ
ー
の
松
岡
直
樹
氏
が
講
演

日
工
販
中
部
地
区
忘
年
懇
親
会
開
く

懇親会の様子

併催された講演会の様子

後
藤
中
部
地
区
委
員
長

２０２３
年
１１
月
の
産
業
機
械
受
注
高

３４２７
億
９５００
万
円
前

年

同
月
比
１７.６
％
減

日
本
産
業
機
械
工
業
会
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